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七ionの緒論はむ しろ計算過穣中の誤差の蓄積に.よるものと推測され七し,1'る｡
イオンの遅潮を考える場合には電子は各瞬間毎のイオンの配位に基い養平衡分














¢(i)`- <V(i)･V(o)> /くV2> ｡
ここに平均は系の熱平衡状態に捗 ってとるO ¢(i)の時間変化は次の細 くmeno-
ryfunctionI'(i)を用いて表わされるO
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simula･tion の結果K=･よれば, V(i)は極めて短い時間 (10-15-10-12sec)
に急速に減衰する部分と,比較的長時間をこ捗 って持続する2一つの部分よりなる
_'こ
ように.見えるo 我々の目的はイオン間 (原子間 )相互作用 Ⅴ(Ⅹ-xJ,),及
び粒子対分布函数 g(冒), g(3と言, ㌻′ )を含む形でVa｡H.veの時空相関
函数 G(冒, 七 ) (Gs(=･七),Ga戊 t)) の時間変化を記述する方程式を
求め, め(i)の時間変化の式を導 き.r(i)の特徴を畜論することにある,
結果 としてば･自己拡軌 Gs (言･七),の運動には他の粒 子の Path に
exclu,siveな効果を正 しくと り入れることが蚕要に反映 し, P(i)の時間の短
い部分での急速な減衰及び負の値をとることは半定量的に Simulationの結
果と比較 して説明できたo Lかし他方長時間の挙動を正 しく与えるか どうかは
現在の¢(i)の式の形では結論が下 せない｡
最後に,より具棒的な模型として,イオンをhard_cc/reの部分 と long-
r8ngedColL.1〇mtラ･じai1号′持つ イオンプラズマとして扱い,例 えば cuγTent
の相関を議論する試みが行われ1つあることを附冨しょうO
(文責 在 田 中 実 )
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